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四四
月
十
七
日
、
え
り
も
カ
ラ
オ
ケ
同

四
月
十
七
日
、
え
り
も
カ
ラ
オ
ケ
同
好好

会
（
佐
々
木
凌
子
会
長
）
主
催
の
チ
ャ

会
（
佐
々
木
凌
子
会
長
）
主
催
の
チ
ャ
リリ

テ
ィ
ー
「
千
葉
げ
ん
太
歌
謡
シ
ョ
ー
」

テ
ィ
ー
「
千
葉
げ
ん
太
歌
謡
シ
ョ
ー
」
がが

福
祉
セ
ン
タ
ー

福
祉
セ
ン
タ
ー
でで
行
わ
れ
、
二
百
五
十

行
わ
れ
、
二
百
五
十
人人

の
観
客
が
詰
め
掛
け
ま
し
た

の
観
客
が
詰
め
掛
け
ま
し
た
。。

東
日
本
大
震
災
で
当
町
に
も
被
害
が

東
日
本
大
震
災
で
当
町
に
も
被
害
が
発発

生
し
、
公
演
の
中
止
も
検
討
し
ま
し

生
し
、
公
演
の
中
止
も
検
討
し
ま
し
たた

が
、
町
民
に
元
気
を
取
り
戻
し
て
ほ
し

が
、
町
民
に
元
気
を
取
り
戻
し
て
ほ
し
いい

と
い
う
気
持
ち
を
込
め
て
開
催
を
決
め

と
い
う
気
持
ち
を
込
め
て
開
催
を
決
め
まま

ええええええええええ
りりりりりりりりりり
もももももももももも
のののののののののの
ササササササササササ
ブブブブブブブブブブ
ちちちちちちちちちち
ゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃ
んんんんんんんんんん
もももももももももも
熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱

え
り
も
の
サ
ブ
ち
ゃ
ん
も
熱
唱唱唱唱唱唱唱唱唱唱唱
!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!

カ
ラ
オ
ケ
同
好
会
が
チ
ャ
リ
テ
ィ

カ
ラ
オ
ケ
同
好
会
が
チ
ャ
リ
テ
ィ
ーー

し
た
。
会
場
受
付
に
は
、
義
援
金
箱
が

し
た
。
会
場
受
付
に
は
、
義
援
金
箱
が
置置

か
れ
、
や
ま
と
苑
へ
の
寄
付
と
大
震
災

か
れ
、
や
ま
と
苑
へ
の
寄
付
と
大
震
災
のの

義
援
金
活
動
も
行
い
ま
し
た

義
援
金
活
動
も
行
い
ま
し
た
。。

公
演
で
は
、
ゲ
ス
ト
出
演
の
小
町
会

公
演
で
は
、
ゲ
ス
ト
出
演
の
小
町
会
がが

艶
や
か
な
踊
り
で
観
客
を
魅
了
し
、
カ

艶
や
か
な
踊
り
で
観
客
を
魅
了
し
、
カ
ララ

あ
でオ

ケ
同
好
会
か
ら
も
会
員
十
名
が
ス
テ

オ
ケ
同
好
会
か
ら
も
会
員
十
名
が
ス
テ
ーー

ジ
で
自
慢
の
喉
を
披
露
し
ま
し
た
。

ジ
で
自
慢
の
喉
を
披
露
し
ま
し
た
。

まま

た
、
プ
ロ
演
歌
歌
手
の
千
葉
げ
ん
太
さ

た
、
プ
ロ
演
歌
歌
手
の
千
葉
げ
ん
太
さ
んん

が
、
自
身
の
歌
や
尊
敬
し
て
い
る
歌
手

が
、
自
身
の
歌
や
尊
敬
し
て
い
る
歌
手
・・

北
島
三
郎
さ
ん
の
歌
を
熱
唱
。
途
中

北
島
三
郎
さ
ん
の
歌
を
熱
唱
。
途
中
、、

供供
え
り
も
の
歌
姫

え
り
も
の
歌
姫
僑僑
川
村
敦
子
さ
ん
と

川
村
敦
子
さ
ん
と
、、

供供
え
り
も
の
サ
ブ
ち
ゃ
ん

え
り
も
の
サ
ブ
ち
ゃ
ん
僑僑
川
村
清
一

川
村
清
一
ささ

ん
の
二
人
と
デ
ュ
エ
ッ
ト
し
、
会
場
を

ん
の
二
人
と
デ
ュ
エ
ッ
ト
し
、
会
場
を
大大

い
に
沸
か
せ
ま
し
た

い
に
沸
か
せ
ま
し
た
。。

歌
の
合
間
に
は
、
お
客
さ
ん
と
の
掛

歌
の
合
間
に
は
、
お
客
さ
ん
と
の
掛
けけ

合
い
や
笑
い
話
を
盛
り
込
み
、
大
盛
況

合
い
や
笑
い
話
を
盛
り
込
み
、
大
盛
況
のの

シ
ョ
ー
と
な
り
ま
し
た

シ
ョ
ー
と
な
り
ま
し
た
。。

川村清一さん（左）と
演歌歌手・千葉げん太さ
ん（右）のデュエット

会場が華やいだ小町会の優雅な舞
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ロ
ー
タ
リ
ー

ク
ラ
ブ

独自に対策本部を立ち上げたえりも岬

震
災
で
光
っ
た
団
結
力

三
月
十
一
日
の
東
日
本
大
震
災

で
、
え
り
も
岬
で
は
自
主
的
に
対
策

本
部
を
立
ち
上
げ
、
安
全
確
保
と
復

旧
対
応
に
当
た
り
ま
し
た
。

対
策
本
部
は
、
漁
協
え
り
も
岬
実

行
組
合
（
金
丸
重
幸
組
合
長
）
と
え

り
も
岬
連
合
自
治
会
（
駿
河
秀
雄
会

長
）
と
で
構
成
さ
れ
ま
し
た
。
金
丸

組
合
長
に
よ
れ
ば
、
大
津
波
警
報
発

令
と
同
時
に
、
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

に
本
部
を
置
き
、
早
速
、
町
の
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
基
づ
き
、
高
齢
者

世
帯
を
優
先
に
避
難
場
所
へ
誘
導
し

た
そ
う
で
す
。
毛
布
な
ど
は
地
元
の

寺
か
ら
借
り
入
れ
、
避
難
場
所
に
も

常
駐
し
て
、
避
難
者
の
ケ
ア
に
努
め

ま
し
た
。
駿
河
会
長
は
「
行
政
を

頼
っ
て
も
津
波
対
応
に
忙
殺
さ
れ
て

時
間
が
か
か
る
だ
ろ
う
し
、
小
さ
な

集
落
で
や
れ
る
こ
と
を
や
っ
て
い
け

れ
ば
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

災
害
後
の
後
片
付
け
も
、
住
民
で

機
械
を
持
ち
寄
り
、
一
日
で
八
割
の

作
業
が
終
わ
っ
た
そ
う
で
す
。「
え

り
も
岬
は
風
が
強
い
の
で
、
被
害
を

受
け
た
人
を
手
伝
う
と
い
う
の
は
、

先
輩
た
ち
か
ら
受
け
継
い
で
き
た
こ

と
」
と
金
丸
組
合
長
は
話
し
て
い
ま

し
た
。

報道機関の質問に答える自治会役員

３月２９日、えりもロータリークラブ（山科幸

一会長）が、東日本大震災義援として、えりも

町共同募金委員会（大高耕二会長）へ５０万円を

寄付しました。

同クラブは、創立10周年ごとに公共施設へ寄

付を行っており、今年も40周年事業に向けた実

行委員会（菅沼敏昭委員長）を立ち上げ、その

準備を進めてきました。しかし、今回はその積

立金を義援金に振り替えることにしました。

共同募金委員会事務局がある社会福祉協議会

を訪れた山科会長と菅沼委員長は、大高会長に

義援金を手渡しました。

まちを元気にしよう

と活動している町内の

青年イベントグループ

「祭本舗・風舞（岩間典明代表）」が４月20日、

町に防災毛布と災害用携帯ライトを寄贈し、

町共同募金委員会（大高耕二会長）には東日

本大震災義援金として、現金10万円を寄付し

ました。

同グループでは、4月１日にも特別養護老人

ホームやまと苑へティッシュを寄贈するなど、

地域貢献にも積極的なグループとして知られ

ています。

義援金と災害物品を渡す「風舞」の岩
間代表（手前左）と幌岩副代表（左奥）

風
舞
は
防
災
毛
布
と
現
金

山科幸一会長（左）が、社会福祉協
議会の大高会長（右）に手渡しました。

災
害
義
援
金
を
寄
付

えりも岬実行組合の
金丸重幸組合長

やまと苑にも
物品を寄付



3

四
月
十
日
、
第
十
七
回
統
一
地
方
選
挙
前

半
戦
と
な
る
道
知
事
選
、
日
高
振
興
局
区
道

議
選
が
投
開
票
さ
れ
、
両
選
挙
共
に
現
職
が

再
選
し
ま
し
た
。

え
り
も
町
の
投
票
率
は
、
道
知
事
選
が
七

三
・
九
八
舒
（
前
回
七
九
・
八
二
舒
）、
道
議

選
が
七
三
・
八
六
舒
（
前
回
七
九
・
四
七
舒
）

と
な
り
、
平
成
十
九
年
の
前
回
選
挙
と
比
較

し
て
、
知
事
・
道
議
選
共
に
五
舒
ほ
ど
下
が

る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

知
事
・
道
議
会
議
員
選
挙
結
果

東
日
本
大
震
災
の
支
援
物

資
を
四
月
十
一
日
か
ら
十
六

日
に
か
け
て
受
け
付
け
た
と

こ
ろ
、
多
く
の
支
援
物
資
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
物
資

は
、
二
十
一
日
に
日
高
振
興

局
に
運
ば
れ
、
被
災
地
へ
送

ら
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
町
と
し
て
の
支
援

物
資
と
、
岩
本
町
長
か
ら
の

お
見
舞
い
と
励
ま
し
の
文
を

添
付
し
て
送
り
ま
し
た
。

◎
食
品
類

カ
ッ
プ
麺
・
イ
ン
ス
タ
ン
ト

ラ
ー
メ
ン
四
十
七
箱
（
七
百

四
十
食
分
）、
粉
ミ
ル
ク
（
一

缶
）

当
町
の
行
政
相
談
委
員

は
、
こ
れ
ま
で
尾
山
陽
石
さ

ん
（
大
和
）
が
携
わ
っ
て
こ

ら
れ
ま
し
た
が
、
新
た
に
渡

辺
英
樹
さ
ん
（
本
町
）
が
四

月
一
日
付
で
総
務
大
臣
か
ら

行
政
相
談
委
員
に
委
嘱
さ

れ
ま
し
た
。

行
政
相
談
委
員
は
、

国
の
行
政
全
般
（
年
金
・

税
金
・
道
路
・
河
川
・
窓

口
サ
ー
ビ
ス
な
ど
）
に
つ
い
て
、

み
な
さ
ん
の
苦
情
や
意
見
、
要
望

を
お
聞
き
し
、
公
平
な
第
三
者
的

立
場
か
ら
問
題
の
解
決
や
改
善
に

向
け
て
、
お
手
伝
い
し
ま
す
。

ご
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固

く
守
ら
れ
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
連
絡
先緯

二
―
四
三
七
八

行政相談員に

渡辺英樹さん

大震災
支援物資

い
ず
れ
も
現
職
が
再
選

地上デジタルテレビの
準備はお済みですか？

地デジの相談は、

北海道中央テレビ受信者支援センター（緯011-351-1155）へ

インスタント
ラーメン 740食
ノート 390冊など

北海道知事選挙開票結果

当選 高橋はるみ

木村 俊昭

宮内 聡

鰹谷 忠

2,594

424

123

70

1,848,504

544,319

176,544

92,491

（

（

（

（

）

）

）

）

北海道議会議員選挙開票結果

当選

当選

藤沢 澄雄

金岩 武吉

馬場 修

1,038

1,632

510

15,883

15,226

11,403

（

（

（

）

）

）

※（ ）内は投票区内の総得票数

◎
学
用
品

ノ
ー
ト
四
十
二
包
（
三
百
九
十

冊
）、
ボ
ー
ル
ペ
ン
・
シ
ャ
ー
プ

ペ
ン
三
十
六
包
（
二
百
四
十
五

本
）、
シ
ャ
ー
プ
ペ
ン
替
芯
十

包
（
五
十
個
）、
鉛
筆
・
色
鉛
筆

十
六
箱
（
百
九
十
二
本
）、
消
し

ゴ
ム
三
箱
（
百
個
）

寄せられた支援物資
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今今年度今年度はは42億42億6,000万円6,000万円

緊
縮
財
政
続
く

平
成
二
十
三
年
度
の
一
般
会
計
予
算

は
、
過
去
十
年
間
の
当
初
予
算
と
比
較

し
て
、
も
っ
と
も
少
な
い
も
の
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
投
資
的
経
費
が

落
ち
て
い
る
（
前
年
度
よ
り
約
二
億
四

千
万
円
減
少
）
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

こ
こ
二
年
ほ
ど
は
、
国
の
景
気
対
策
に

よ
る
臨
時
交
付
金
で
補
え
た
面
も
あ
り

ま
す
。
こ
の
先
は
中
型
、
大
型
事
業
の

実
施
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
本
年
度

予
算
は
緊
縮
さ
れ
た
内
容
と
な
っ
て
い

ま
す
。

し
か
し
、
歳
入
面
で
は
、
繰
入
金（
基

金
の
取
り
崩
し
）
を
、
前
年
度
か
ら
三

千
二
百
万
円
の
増
加
と
し
て
見
込
ま
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
こ
と
が
、
ま
だ
ま
だ

厳
し
い
財
政
状
況
だ
と
言
え
ま
す
。

歳
入
を
細
か
く
み
て
い
き
ま
す
と
、

地
方
交
付
税
、
国
・
道
支
出
金
、
町
債
、

地
方
特
例
交
付
金
な
ど
の

「
依
存
財
源
」
が
約
三
十

二
億
二
千
万
円
と
な
り
、

歳
入
全
体
の
約
七
十
五
舒

を
占
め
て
い
ま
す
。
こ
の

な
か
で
一
番
多
い
の
が
地

方
交
付
税
で
す
が
、
人
口

減
少
の
要
因
か
ら
昨
年
度

よ
り
四
千
万
円
の
減
額
を

見
込
ん
で
い
ま
す
。
ま

た
、
国
庫
支
出
金
も
、
テ

レ
ビ
中
継
局
整
備
事
業
や

焼
別
折
別
線
改
良
舗
装
な

ど
の
事
業
が
完
了
し
た
こ

と
か
ら
、
約
一
億
八
千
四

伸 率比 較２２年度２３年度会 計 区 分

▲7.0▲3億2,000万45億8,000万42億6,000万一 般 会 計

1.31,200万9億5,700万9億6,900万国民健康保険

特

別

会

計

0.001億8,700万1億8,700万簡 易 水 道

2.1800万3億8,200万3億9,000万診 療 所

▲100.0▲50万50万0老 人 保 健

▲13.0▲2,700万2億 800万1億8,100万下 水 道

2.1700万3億3,000万3億3,700万介 護 保 険

▲3.6▲200万5,500万5,300万後期高齢者医療

▲0.1▲250万21億1,950万21億1,700万小 計

▲4.8▲3億2,250万66億9,950万63億7,700万総 計

百
万
円
減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一

方
、
道
支
出
金
は
、
東
洋
水
産
倉
庫
増

改
築
事
業
補
助
金
や
予
防
接
種
の
補
助

金
な
ど
に
よ
り
、
約
三
千
八
十
七
万
円

多
く
見
込
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
の

町
独
自
で
確
保
で
き
る
お
金
「
自
主
財

源
」
は
、
約
九
百
万
円
の
減
少
を
見
込

ん
で
い
ま
す
。

歳
出
で
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
な
事

頼
み
の
依
存
財
源

業
の
終
了
に
伴
う
影
響
が
大
き
く
、
特

に
土
木
関
連
で
は
約
二
億
四
百
万
円
の

減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
年

度
か
ら
浦
河
赤
十
字
病
院
増
改
築
事
業

補
助
金
と
し
て
、
約
二
千
四
十
五
万
円

を
計
上
し
て
い
ま
す
。

借
金
で
あ
る
公
債
費
は
、
返
済
の

ピ
ー
ク
を
過
ぎ
て
い
る
た
め
、
今
後
は

減
少
と
な
る
予
定
で
す
。

平成23年度予算総括表
（単位：円）

三
月
定
例
議
会
で
、
平
成
二
十
三
年
度
の
各
会
計
予
算
が

可
決
さ
れ
ま
し
た
。
一
般
会
計
は
、
前
年
度
当
初
よ
り
三
億

二
千
万
円
少
な
い
四
十
二
億
六
千
万
円
、
六
つ
の
特
別
会
計

（
老
人
保
健
会
計
は
廃
止
）
総
額
は
、
二
百
五
十
万
円
少
な

い
二
十
一
億
一
千
七
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

平成23年度予算
串

釧

櫛

屑

虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞

遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇
空 偶
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当
町
は
、
豊
か
な
自
然
に
育
ま
れ

た
漁
業
と
観
光
の
ま
ち
で
あ
り
ま

す
。
と
り
わ
け
観
光
は
、
全
国
的
に

有
名
な
絶
景
を
誇
る
「
襟
裳
岬
」
を

は
じ
め
と
し
て
、「
豊
似
湖
」
や
「
庶

野
さ
く
ら
公
園
」
な
ど
多
く
の
観
光

資
源
を
有
し
て
い
ま
す
が
、
こ
こ
数

年
、
観
光
客
数
は
二
十
万
人
台
で
推

移
し
て
お
り
、
昭
和
四
十
八
年
の
七

十
万
人
の
大
台
超
え
は
、
今
は
昔
語

り
の
記
録
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
も
、
大
型
連
休
が
終
わ
り
、

こ
れ
か
ら
夏
の
観
光
を
迎
え
ま
す

が
、
全
国
的
に
ネ
ー
ム
バ
リ
ュ
ー
が

あ
る
の
は
襟
裳
岬
で
あ
り
ま
す
。
そ

の
ブ
ラ
ン
ド
の
発
信
を
町
民
の
皆
さ

ん
と
一
緒
に
な
っ
て
、
つ
ま
り
一
人

一
人
が
観
光
の
案
内
人
に

な
っ
て
い
た
だ
き
、供
観

光
え
り
も
僑
に
明
る
さ
を

見
い
だ
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

観
光
案
内
人

私
の
ひ
と
こ
と

かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか

ぜぜぜぜぜぜぜぜぜぜぜぜぜぜぜぜぜぜぜぜぜぜぜぜぜぜぜぜぜぜ

のののののののののののののののののののののののののののののの

まままままままままままままままままままままままままままままま

か

ぜ

の

ま

ちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちち

え
り
も
町
長

岩
本
溥
叙

繰入金など
６億1,030万7,000円

（14.2％）

町税
４億2,946万2,000円

（10.1％）

地方特例交付金など
１億2,027万8,000円

（2.9％）

町債
３億1,680万円

（7.4％）

国・道支出金
４億5,315万3,000円

（10.7％）

地方交付税
２３億3,000万円

（54.7％）

普通建設事業費
４億9,719万1,000円

（11.7％）

補助費等
６億5,592万円

（15.4％）

繰出金
２億9,000万円（6.8％）

物件費
６億4,263万6,000円

（15.1％）

公債費
９億７８３万円（21.3％）

扶助費
２億4,925万2,000円

（5.8％）

人件費
１０億1,717万1,000円

（23.9％）

一般会計 歳入・歳出の内訳

●
橋
梁
点
検
事
業
（
十
七
橋
）

き
ょ
う
り
ょ
う

●
歌
別
・
苫
別
線
舗
装
工
事

●
え
り
も
港
海
岸
擁
壁
鉄
梯は
し

子
補
修
等
工
事

ご

●
公
営
住
宅
（
ふ
れ
あ
い
の

丘
）
防
水
工
事

●
教
員
住
宅
建
設
事
業

●
ス
ク
ー
ル
バ
ス
購
入

●
職
員
住
宅
建
設
事
業

●
後
発
民
放
デ
ジ
タ
ル
新
局

整
備
事
業

●
町
有
牧
野
追
肥
事
業

●
条
件
不
利
森
林
整
備
事
業

●
分
収
造
林
事
業

●
東
洋
水
産
倉
庫
増
改
築
事

業
補
助
金

●
蓄
養
活
魚
水
槽
施
設
整
備

事
業
補
助
金

●
直
販
店
舗
新
設
整
備
事
業

補
助
金

二
十
三
年
度
の

主
な
事
業

歳 入 歳 出
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３月定例町議会で、５人

の議員から19件の一般質

問がありました。

今月号では、そのうち７

件を内容を要約してお知

らせします。残りの12件

は来月号に掲載します。

◆
質
問

管
楽
器
は
何
種
類
あ
っ
て
、
状

態
は
ど
う
か
。
購
入
し
て
か
ら
の
年
数

と
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
か
。
楽
器
の
購
入
に
つ
い
て
は
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

●
答
弁

管
楽
器
は
十
五
種
類
あ
り
、
吹

奏
楽
部
が
四
十
九
台
を
使
っ
て
い
る
。
平

成
十
四
、
十
五
年
に
購
入
し
た
も
の
も
あ

る
が
、
中
に
は
購
入
後
二
十
年
以
上
経
過

し
て
い
る
も
の
も
あ
る
。

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
費
用
の
予
算
措
置
は
し

て
い
る
が
、
ほ
か
の
教
材
教
具
に
か
か
る

も
の
が
含
ま
れ
て
お
り
、
す
べ
て
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
に
使
え
る
も
の
で
は
な
い
。
平
成

二
十
一
年
度
は
十
万
六
千
円
、
二
十
二
年

度
は
十
三
万
円
を
楽
器
修
繕
と
し
て
支
出

し
て
い
る
。

楽
器
は
高
価
な
も
の
で
あ
り
、
音
程
な

ど
に
不
具
合
が
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
直

ち
に
購
入
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
三
十

年
以
上
経
過
を
し
て
も
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
さ

え
行
え
ば
使
え
る
の
で
、
生
徒
に
は
大
切

に
扱
う
こ
と
を
心
が
け
る
よ
う
に
、
学
校

に
指
導
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

も
し
、
一
つ
し
か
な
い
楽
器
が
修
理
不

能
と
な
り
、
吹
奏
楽
全
体
の
演
奏
が
行
え

な
い
な
ど
の
場
合
に
は
、
予
算
措
置
し
購

入
も
検
討
し
た
い
と
思
う
。

◆
質
問

外
国
語
指
導
助
手
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）

と
の
取
り
組
み
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。
小
学
校
の
教
員
は
教
職
課
程
で
英
語

を
学
ん
で
い
な
い
が
、
指
導
方
法
の
取
り

組
み
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
英
語
が

で
き
る
日
本
人
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
つ
い
て

は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

●
答
弁

現
在
、
新
年
度
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
活

用
計
画
を
作
成
し
て
い
る
が
、
各
校
か
ら

外
国
語
活
動
の
年
間
総
授
業
時
間
三
十
五

時
間
の
う
ち
、
多
い
学
校
で
三
十
四
時

間
、
少
な
い
と
こ
ろ
で
十
七
時
間
の
Ａ
Ｌ

Ｔ
の
活
用
時
間
の
要
望
が
あ
り
、
各
小
学

校
の
要
望
に
対
応
で
き
る
よ
う
調
整
し
て

い
る
。

教
員
の
指
導
方
法
の
取
り
組
み
だ
が
、

各
小
学
校
は
、
道
や
管
内
教
育
課
程
研
究

協
議
会
な
ど
の
外
国
語
活
動
の
研
修
に
参

加
を
し
て
お
り
、
校
内
研
修
に
は
全
教
師

が
参
加
し
て
い
る
。
研
修
に
は
、
文
部
科

学
省
や
道
教
委
が
作
成
し
た
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
と
資
料
を
活
用
し
た
。

英
語
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
つ
い
て
は
、
町

内
に
英
語
が
堪
能
な
方
が
い
る
こ
と
は
承

知
し
て
い
る
が
、
そ
の
方
々
に
学
校
の
時

間
割
に
合
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
な
ど
、

難
し
い
面
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
し
た

が
っ
て
、
外
国
語
指
導
助
手
を
重
点
的
に

活
用
し
、
対
応
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

◆
質
問

専
門
的
で
は
な
い
教
師
が
い
る

の
で
、
発
音
な
ど
の
問
題
が
出
て
く
る
と

思
う
が
。

●
答
弁

大
き
な
狙
い
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
、
英
語
に
親
し
む
、
音
声
と
文
化

的
な
こ
と
を
学
ぶ
と
い
う
の
が
大
き
な
目

標
で
あ
る
。

中
学
校
で
学
ぶ
よ
う
な
本
格
的
な
も
の

で
は
な
く
、
英
語
に
親
し
み
な
が
ら
学
習

を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
た

め
、
全
教
員
が
研
修
し
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
を
活
用

し
た
研
修
を
行
っ
て
い
る
。

◆
質
問

畜
産
農
家
の
糞
尿
処
理
の
実
態

ふ
ん

調
査
に
つ
い
て
、
平
成
二
十
二
年
度
は
ど

の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
か
。
指
摘
、
指

導
を
必
要
と
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
か
。

●
答
弁

十
二
月
に
、
農
家
五
戸
を
対
象

に
振
興
局
、
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
日

高
東
部
支
所
、
ひ
だ
か
東
農
業
協
同
組
合

え
り
も
事
業
所
、
え
り
も
町
の
体
制
で
、

調
査
対
象
農
家
の
立
会
い
の
も
と
、
堆
肥

場
の
「
目
視
及
び
聞
き
取
り
」
に
よ
る
現

地
調
査
を
行
っ
た
。

調
査
項
目
は
、
家
畜
排
せ
つ
物
の
処
理

方
法
、
堆
肥
場
の
構
造
確
認
、
壁
や
屋
根

の
確
認
、
堆
肥
場
の
管
理
状
況
な
ど
の
四

点
で
、
そ
の
結
果
、
特
段
の
指
摘
、
指
導

事
項
は
な
か
っ
た
。

た
だ
、
飼
育
の
環
境
状
況
が
悪
く
、
た

び
た
び
海
へ
の
影
響
が
出
て
お
り
、
そ
の

農
家
に
指
導
す
る
よ
う
農
協
に
指
示
し
、

大
坂
庄
吉
議
員

えりも中学校とえりも町吹奏楽団のジョイ
ントコンサート

小
学
校
で
の
英
語
必
修
化

中
学
校
の
楽
器
の
維
持

定定定定定定定定定定定定定定定定定 例例例例例例例例例例例例例例例例例

町町町町町町町町町町町町町町町町町 議議議議議議議議議議議議議議議議議 会会会会会会会会会会会会会会会会会

平
野
正
男
議
員

家
畜
の
糞
尿
処
理
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◆
質
問

町
外
施
設
へ
の
入
所
者
数
や
、

自
宅
、
病
院
な
ど
で
の
待
機
者
は
ど
の
く

ら
い
い
る
の
か
。
解
決
に
向
け
て
、
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

●
答
弁

二
月
末
現
在
の
介
護
保
険
施
設

利
用
者
は
七
十
四
人
で
、
や
ま
と
苑
利
用

者
が
四
十
人
、
町
外
施
設
を
三
十
四
人
が

利
用
し
て
い
る
。
や
ま
と
苑
の
待
機
者

は
、
二
月
末
現
在
で
四
十
八
名
で
あ
る
。

第
五
期
介
護
保
険
事
業
計
画
を
策
定
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
年
と
な
っ
て
い
る

が
、
待
機
者
対
策
と
し
て
施
設
を
増
床
し

た
場
合
、
敷
地
と
資
金
が
あ
れ
ば
建
設
は

可
能
だ
が
、
そ
こ
で
働
く
介
護
員
の
確
保

が
課
題
で
あ
る
。
そ
れ
が
で
き
な
け
れ

町
も
対
応
し
た
こ
と
が
数
回
あ
っ
た
。

町
・
農
協
で
は
、
い
ろ
い
ろ
な
調
査
や

検
査
で
農
家
を
訪
ね
る
場
合
は
、
堆
肥
場

に
加
え
て
飼
育
環
境
に
つ
い
て
も
出
来
る

だ
け
確
認
し
、
そ
の
利
用
状
況
を
把
握
す

る
よ
う
に
し
て
い
る
。

◆
質
問

ゼ
ニ
ガ
タ
ア
ザ
ラ
シ
の
生
態
数

と
漁
業
被
害
は
ど
れ
く
ら
い
か
。
町
の
今

後
の
対
応
と
考
え
方
は
。

●
答
弁

生
態
数
に
つ
い
て
は
、
帯
広
畜

産
大
ゼ
ニ
ガ
タ
ア
ザ
ラ
シ
研
究
グ
ル
ー
プ

と
風
の
館
が
調
査
し
た
も
の
が
あ
る
。
帯

広
畜
産
大
の
調
査
数
は
、
時
化
の
日
な
ど

し
け

で
頭
数
に
年
変
動
が
大
き
く
、
平
成
二
十

年
が
五
百
二
十
四
頭
、
二
十
一
年
が
三
百

六
十
五
頭
と
な
っ
て
い
る
。
二
十
二
年
の

調
査
報
告
は
ま
だ
な
い
。

風
の
館
の
調
査
で
は
、
二
十
年
八
月
に

五
百
五
十
六
頭
、
二
十
一
年
七
月
に
五
百

三
十
二
頭
、
二
十
二
年
九
月
に
五
百
九
十

二
頭
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

被
害
数
量
・
金
額
に
つ
い
て
は
、
二
十

年
度
は
、
被
害
率
が
五
・
三
舒
で
約
一
万

五
千
四
百
本
の
二
千
五
百
七
十
八
万
円
、

二
十
一
年
度
の
被
害
は
、
被
害
率
が
五
・

八
舒
で
約
一
万
五
千
四
百
本
の
二
千
百
万

円
、
二
十
二
年
度
は
、
被
害
率
二
・
八
舒

で
約
八
千
百
本
の
一
千
百
十
万
円
と
な
っ

て
い
る
。
こ
の
デ
ー
タ
は
、
え
り
も
シ
ー

ル
ク
ラ
ブ
の
定
置
業
者
の
被
害
調
査
デ
ー

タ
を
基
に
、
漁
組
が
定
置
漁
業
の
水
揚
げ

数
量
・
金
額
で
算
出
し
た
も
の
で
、
他
の

魚
種
の
被
害
は
入
っ
て
い
な
い
。

町
で
は
、
二
十
一
年
度
に
ゼ
ニ
ガ
タ
ア

ザ
ラ
シ
を
含
め
て
鳥
獣
被
害
防
止
計
画
を

計
画
し
た
が
、
絶
滅
危
惧
種
で
あ
る
と
し

て
却
下
さ
れ
た
経
緯
が
あ
る
。
し
か
し
、

町
と
し
て
も
漁
業
被
害
が
大
き
く
、
今
後

の
経
営
に
影
響
が
あ
る
と
し
て
、
ゼ
ニ
ガ

タ
ア
ザ
ラ
シ
の
被
害
削
減
を
目
的
に
計
画

の
変
更
を
提
出
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
鳥

獣
被
害
防
止
総
合
対
策
事
業
の
中
で
、
空

砲
や
花
火
な
ど
で
追
い
払
え
る
よ
う
に
要

望
し
て
い
る
。

ま
た
、
昨
年
九
月
に
環
境
省
北
海
道
事

務
所
が
、
被
害
軽
減
の
た
め
の
実
証
実

験
・
調
査
に
つ
い
て
、
道
漁
連
、
振
興
局
、

水
産
指
導
所
、
漁
組
、
シ
ー
ル
ク
ラ
ブ
、

町
に
説
明
し
、
翌
月
に
は
そ
の
内
容
に
つ

い
て
、
え
り
も
岬
周
辺
の
定
置
業
者
も
含

め
、
平
成
二
十
二
年
度
か
ら
の
三
年
間
で

ア
ザ
ラ
シ
の
食
害
に
よ
る
被
害
を
軽
減
す

る
た
め
に
有
効
な
手
段
の
実
証
試
験
・
調

査
を
実
施
す
る
と
し
て
、
委
託
業
者
を
公

募
し
た
が
、
応
募
業
者
が
い
な
い
た
め
、

行
え
な
か
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

町
と
し
て
も
、
漁
組
と
連
携
し
な
が

ら
、
振
興
局
を
通
じ
て
道
に
要
望
し
て
い

る
。
要
望
当
初
は
絶
滅
危
惧
種
と
い
う
こ

と
で
、
取
り
入
っ
て
も
ら
え
な
か
っ
た

が
、
全
道
的
に
ア
ザ
ラ
シ
や
ラ
ッ
コ
な
ど

に
よ
る
漁
業
被
害
が
増
え
、
漁
業
経
営
を

圧
迫
し
て
い
る
と
し
、
他
県
に
は
な
い
事

情
で
あ
り
、
漁
業
経
営
を
安
定
さ
せ
、
永

続
的
な
漁
業
生
産
を
実
現
す
る
た
め
に
、

北
海
道
の
実
情
を
反
映
し
た
戸
別
所
得
補

償
制
度
が
必
要
で
あ
る
と
し
て
、
北
海
道

は
平
成
二
十
三
年
度
重
点
項
目
の
一
つ
と

し
て
要
望
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
海
獣
と
の
共
存
に
向
け
た
環

境
支
払
い
制
度
の
創
設
と
し
て
、
海
獣
に

よ
る
漁
業
被
害
が
増
し
て
い
る
中
で
も
、

共
存
を
図
る
た
め
に
漁
業
者
の
負
担
増
と

な
る
経
費
や
水
揚
げ
の
減
少
に
対
す
る
補

て
ん
を
行
う
と
共
に
、
ア
ザ
ラ
シ
や
ラ
ッ

コ
な
ど
の
実
態
調
査
を
実
施
し
、
被
害
防

止
対
策
や
忌
避
手
法
の
開
発
を
進
め
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

町
と
し
て
も
、
関
係
機
関
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
食
害
に
対
す
る
早
期
解
決
に

向
け
て
、
努
力
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ゼ
ニ
ガ
タ
ア
ザ
ラ
シ
の
漁
業
被
害

や
ま
と
苑
の
利
用
状
況

ば
、
施
設
の
増
床
も
在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
拡

充
も
困
難
で
あ
る
。
全
国
的
に
介
護
従
事

者
の
確
保
が
困
難
な
状
況
に
あ
り
、
町
内

事
業
所
に
お
い
て
も
介
護
従
事
者
の
確
保

は
共
通
の
悩
み
と
な
っ
て
い
る
。

40人が利用している「やまと苑」。待
機者も多い。
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ま
た
、
高
齢
者
の
在
宅
生
活
上
で
心
配

さ
れ
る
こ
と
は
、
火
気
の
取
り
扱
い
と
食

事
の
用
意
、
買
物
、
通
院
な
ど
で
あ
る
。

食
事
な
ど
を
提
供
す
る
高
齢
者
向
け
集
合

ア
パ
ー
ト
も
考
え
ら
れ
る
が
、
需
要
と
場

所
、
規
模
な
ど
が
検
討
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
が
、
内
容
に
よ
っ
て
は
介
護
保
険
料
に

及
ぼ
す
影
響
な
ど
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
で
も
あ
り
、
解
決
に
向
け
た

方
策
は
、
中
期
的
な
観
点
で
検
討
が
な
さ

れ
る
事
項
で
あ
る
。

◆
質
問

陥
没
し
た
「
オ
ン
コ
の
沢
第
一

覆
道
」
を
含
む
国
道
部
分
は
、
い
つ
町
道
へ

移
管
し
て
供
用
開
始
と
な
る
の
か
。

●
答
弁

利
用
で
き
な
い
状
態
の
道
路

を
、
町
道
と
し
て
移
管
を
受
け
る
こ
と
は

考
え
て
い
な
い
。

し
か
し
、
こ
の
道
路
が
地
元
漁
業
者
の

産
業
道
路
で
あ
る
こ
と
は
、
認
識
し
て
い

る
の
で
、
室
蘭
開
発
建
設
部
に
対
し
、
今

後
の
早
急
な
対
応
に
つ
い
て
情
報
を
求
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

三
月
に
室
蘭
開
発
建
設
部
が
行
っ
た
目

黒
地
区
の
漁
業
者
へ
の
説
明
会
で
は
、
コ

ン
ブ
時
期
ま
で
に
は
一
車
線
だ
け
で
も
車

両
が
通
行
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
と
の
こ

と
で
あ
る
。
町
で
も
地
元
の
声
を
聞
き
な

が
ら
、
室
蘭
開
発
建
設
部
に
対
し
、
復
旧

を
強
く
要
望
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

地
元
漁
業
者
が
納
得
で
き
る
形
で
復
旧

し
た
場
合
は
、
そ
の
時
点
で
安
全
確
認
な

ど
を
し
っ
か
り
と
実
施
し
た
う
え
で
、
町

道
へ
の
移
管
の
検
討
を
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

◆
質
問

就
学
援
助
制
度
に
ク
ラ
ブ
活
動

費
、
生
徒
会
費
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費
が
追
加
さ

れ
た
が
、
え
り
も
町
は
「
要
保
護
」
以
外

は
未
実
施
か
。
全
面
実
施
す
べ
き
で
は
。

●
答
弁

当
町
で
は
、
小
中
学
校
に
通
学

す
る
う
え
で
、
経
済
的
理
由
の
た
め
就
学

困
難
と
認
め
ら
れ
る
生
活
保
護
法
に
規
定

す
る
「
要
保
護
者
」
や
、
こ
れ
に
準
ず
る

程
度
に
困
窮
し
て
い
る
「
準
要
保
護
者
」

に
対
し
て
、
就
学
援
助
を
し
て
い
る
。

当
町
が
行
っ
て
い
る
就
学
援
助
の
う

ち
、「
要
保
護
者
」
に
か
か
る
分
が
、
国
の

要
保
護
児
童
生
徒
援
助
費
補
助
金
を
活
用

し
て
行
っ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
補

助
の
適
用
項
目
に
三
項
目
が
追
加
と
な
っ

た
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、「
要
保
護
者
」
の
実
際
の
就
学

援
助
費
は
生
活
保
護
費
で
支
給
と
な
っ
て

い
る
の
で
、「
要
保
護
者
」
の
補
助
申
請
の

中
身
は
、
生
活
保
護
費
の
適
用
が
さ
れ
な

い
修
学
旅
行
費
分
だ
け
の
補
助
申
請
と

な
っ
て
い
る
。「
準
要
保
護
者
」
の
補
助
に

つ
い
て
は
、
平
成
十
七
年
度
か
ら
の
税
源

委
譲
に
伴
い
、
前
述
の
補
助
金
の
対
象
と

な
ら
ず
、
町
の
一
般
財
源
の
み
で
対
応
し

て
い
る
。
そ
こ
で
、「
準
要
保
護
」
に
つ
い

て
は
未
実
施
と
な
っ
て
い
る
。

追
加
部
分
の
実
施
に
つ
い
て
は
、
当
町

で
は
「
準
要
保
護
者
」
の
教
材
や
給
食
費

な
ど
に
重
点
を
お
い
て
支
援
を
行
っ
て
き

て
お
り
、
近
年
こ
の
「
準
要
保
護
者
」
も

増
加
す
る
傾
向
に
あ
る
。
今
回
追
加
さ
れ

た
、
特
に
ク
ラ
ブ
活
動
費
に
対
す
る
支
援

に
つ
い
て
は
、
個
々
の
生
徒
の
状
況
が
違

う
こ
と
か
ら
、
こ
の
対
応
も
難
し
い
も
の

が
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
追
加
さ
れ
た
三
点
す
べ
て
と

は
言
わ
な
い
が
、
何
ら
か
の
検
討
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

◆
質
問

追
加
項
目
を
実
施
す
る
場
合
、

必
要
と
な
る
予
算
は
ど
の
く
ら
い
か
。

●
答
弁

小
学
校
の
「
準
要
保
護
」
で
は
、

百
八
十
三
万
九
千
円
支
給
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
部
活
動
な
ど
を
追
加
す
る
と
な
る

と
、
一
人
当
た
り
千
二
百
七
十
五
円
、
生

徒
会
費
で
二
千
百
七
十
五
円
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会

費
で
千
五
百
二
十
円
と
な
る
。
こ
れ
が
国

の
「
要
保
護
」
の
算
定
基
準
に
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
に
「
準
要
保
護
者
」
と
し
て
申

請
す
る
方
を
か
け
る
こ
と
に
な
る
。

◆
質
問

地
方
交
付
税
に
算
入
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
の
で
、
全
額
町
負
担
で
は
な
い

と
思
う
が
。

●
答
弁

そ
の
と
お
り
だ
が
、
国
の
基
準

も
あ
り
、「
準
要
保
護
」
世
帯
の
子
ど
も
が

部
活
動
を
し
た
場
合
と
、
そ
う
で
な
い
場

合
も
あ
る
。
そ
の
取
り
扱
い
が
難
し
い
状

況
に
な
る
。

小
川
悠
紀
弥
議
員

国
道
3
3
6
号
の
町
道
移
管

就
学
援
助
の
充
実

えりも黄金トンネルが開通したが、
陥没した国道の移管は未決定。

えりも町では「要保護者」と「準要
保護者」へ就学援助を行っている。
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平
成
二
十
二
年
の
全
国
の
交
通
事
故
に

よ
る
死
者
数
は
四
千
八
百
六
十
三
人
で
、

北
海
道
は
二
百
十
五
人
で
全
国
最
下
位
に

な
り
ま
し
た
。
と
て
も
悲
し
い
事
だ
と
思

い
ま
す
。

ぼ
く
の
住
ん
で
い
る
え
り
も
町
は
、
交

通
事
故
死
ゼ
ロ
を
千
五
百
日
達
成
し
て
、

道
知
事
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
結

果
は
、
え
り
も
町
民
一
人
一
人
の
交
通
安

暖
か
く
な
り
、
子
ど
も
や
高
齢
者
等

の
戸
外
で
の
活
動
が
活
発
に
な
っ
て
い

ま
す
。
道
路
を
横
断
す
る
歩
行
者
な
ど

が
増
え
ま
す
の
で
、
運
転
を
す
る
方

は
、
進
路
の
前
方
左
右
を
よ
く
見
て
歩

行
者
や
自
転
車
が
い
な
い
か
安
全
を

し
っ
か
り
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

特
に
、
夜
間
運
転
す
る
と
き
は
、
ほ

か
の
車
両
な
ど
の
交
通
を
妨
げ
る
お
そ

れ
が
な
い
場
合
に
は
、
確
実
に
前
照
灯

を
「
遠
目
ラ
イ
ト
」
に
し
て
、
右
か
ら
横

断
す
る
歩
行
者
の
早
期
発
見
に
努
め
て
下

さ
い
。

先
を
急
ぐ
あ
ま
り
、
ス
ピ
ー
ド
を
出
し

過
ぎ
た
り
、
無
理
な
追
い
越
し
を
す
る
こ

と
は
重
大
事
故
の
原
因
と
な
り
ま
す
。
気

春の全国交通安全運動

全
に
対
す
る
意
識
が
高
い
か
ら
だ
と
思
い
ま

す
。ぼ

く
は
、
学
校
へ
の
登
下
校
の
時
、
左
右

確
認
し
て
横
断
歩
道
を
渡
っ
た
り
、
友
だ
ち

と
広
が
っ
て
歩
か
な
い
よ
う
に
し
た
り
、
雨

の
日
は
傘
の
持
ち

方
に
気
を
つ
け
て

歩
い
て
い
ま
す
。

自
転
車
に
乗
る
時

は
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト

を
か
ぶ
り
、
左
右

確
認
と
、
ブ
レ
ー

キ
の
使
い
方
に
気

５月11日から20日にかけて、「春の全国交通
安全運動」が始まります。
交通事故を防ぐためには、どのようにすれば

いいのでしょうか。浦河警察署が、そのポイン
トをお知らせします。

安
全
運
転
の
た
め
に

え
り
も
小
六
年

中
村
大
器

５月１１日～５月２０日

先
月
号
に
引
き
続
き
、

二
月
の
交
通
安
全
住
民
大

会
で
発
表
さ
れ
た
「
交
通

安
全
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
」

特
選
者
の
作
文
を
掲
載
し

ま
す
。

子
ど
も
た
ち
が
、
自
分

の
体
験
を
交
え
な
が
ら
交

通
安
全
に
対
す
る
考
え
を

発
表
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、

お
読
み
く
だ
さ
い
。

目
的
地
「
早
く
着
く
」
よ
り

「
無
事
に
着
く
」

持
ち
に
余
裕
を
持
ち
、
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー

を
守
り
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
車
の
直
前
・
直
後
の
横
断
は
、

自
分
も
車
も
お
互
い
が
見
え
ま
せ
ん
。
歩

行
者
や
自
転
車
を
運
転
す
る
み
な
さ
ん

は
、
近
づ
い
て
く
る
車
が
あ
る
と
き
は
、

通
り
過
ぎ
る
ま
で
待
っ
た
後
に
、
左
右
の

安
全
確
認
を
行
う
な
ど
、
車
が
走
り
去
っ

て
も
す
ぐ
に
渡
り
始
め
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

一
人
一
人
が
、
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、

交
通
マ
ナ
ー
を
実
践
し
て
、
交
通
事
故
に

遭
わ
な
い
、
起
こ
さ
な
い
よ
う
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

を
つ
け
て
い
ま
す
。

ぼ
く
の
祖
父
は
、
夜
、
道
路
を
横
断
中
に
、

ス
ピ
ー
ド
を
出
し
て
い
て
前
方
不
注
意
の
車

に
は
ね
ら
れ
て
、
意
識
不
明
の
重
体
、
大
腿た
い

骨
骨
折
の
交
通
事
故
に
遭
い
ま
し
た
。
そ
の

事
故
で
祖
父
も
家
族
も
大
変
な
思
い
を
し
ま

し
た
。
病
院
へ
何
度
も
行
っ
た
り
、
警
察
へ

行
っ
た
り
、
加
害
者
も
被
害
者
も
交
通
事
故

に
遭
う
と
精
神
的
に
も
肉
体
的
に
も
疲
れ

て
、
大
変
な
事
に
な
り
ま
す
。
祖
父
は
元
気

に
な
り
ま
し
た
が
、
今
は
杖
を
つ
い
て
歩
い

つ
え

た
り
、
電
動
三
輪
車
に
乗
っ
て
散
歩
し
た
り

し
て
い
ま
す
。

中村大器さん
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み
な
さ
ん
は

車
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
ま

す
か
。
車
を
運

転
し
て
い
る
人

な
ら
、
車
の
怖

さ
を
知
っ
て
い

ま
す
が
、
未
成

年
者
（
運
転
し

交
通
安
全

え
り
も
中
二
年

川
﨑
悠
太
郎

交
通
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
す
る
に

は
、
自
動
車
を
運
転
す
る
人
も
歩
行
者
も

お
互
い
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
自
分
の
事

ば
か
り
で
は
な
く
、
相
手
の
立
場
に
な
っ

て
、
交
通
安
全
に
気
を
つ
け
る
こ
と
が
大

切
だ
と
思
い
ま
す
。

将
来
ぼ
く
が
、
自
動
車
の
免
許
を
取
っ

た
ら
、
交
通
規
制
を
守
っ
て
安
全
運
転
を

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

て
な
い
人
）
は
、「
車
に
な
ん
か
、
ひ
か
れ

な
い
よ
。」
と
い
う
人
が
多
い
と
思
い
ま

す
。
そ
れ
が
言
え
る
の
は
、
自
分
が
そ
の

一
人
だ
か
ら
で
す
。
で
も
、
今
は
違
い
ま

す
。あ

の
日
は
、
冬
に
近
づ
く
秋
の
事
で
し

た
。
自
分
は
、
自
転
車
で
友
だ
ち
の
家
に

行
く
途
中
で
し
た
。
待
ち
合
わ
せ
時
間
に

遅
れ
て
し
ま
い
、
急
い
で
自
転
車
の
ペ
ダ

ル
を
回
し
ま
し
た
。
前
を
見
る
と
、
小
学

生
三
、
四
人
が
歩
道
を
歩
い
て
い
ま
し

た
。
で
も
、
今
ブ
レ
ー
キ
を
す
る
と
時
間

が
も
っ
た
い
な
い
の
で
、
歩
道
を
下
り

て
、
道
路
の
白
線
の
外
側
を
自
転
車
で
急

ぎ
な
が
ら
友
だ
ち
の
家
に
行
き
ま
し
た
。

ま
た
前
を
見
る
と
空
き
缶
が
あ
っ
た
の
で

す
。
自
分
は
少
し
右
に
行
き
、
空
き
缶
を

か
わ
し
た
、
そ
の
時
「
バ
ン
…
ド
サ
。」
自

分
は
空
き
缶
を
か
わ
し
た
つ
も
り
だ
が
、

ス
ピ
ー
ド
を
出
し
す
ぎ
た
た
め
、
手
元
が

狂
い
、
車
に
ひ
か
れ
て
し
ま
っ
た
。

気
が
つ
け
ば
病
院
に
い
た
。
全
治
二
か

月
と
医
師
に
言
わ
れ
た
。
病
院
の
中
は
と

て
も
暇
だ
っ
た
。
暇
だ
か
ら
、
あ
の
日
の

こ
と
を
思
い
出
し
て
み
た
。
す
る
と
、

「
自
分
は
何
で
あ
ん
な
こ
と
に
な
っ
た
ん

だ
。」
と
心
の
中
で
そ
う
思
っ
た
。
待
ち
合

わ
せ
時
間
に
遅
れ
て
も
五
分
程
度
。
そ
れ

よ
り
少
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
自
分
が
情

け
な
く
、
と
て
も
悔
し
か
っ
た
。

そ
し
て
退
院
の
日
。
医
者
に
「
ま
だ
、

安
静
に
し
て
く
だ
さ
い
。
あ
と
、
お
気
を

つ
け
て
く
だ
さ
い
ね
。」
と
言
わ
れ
て
に
っ

こ
り
し
た
。
自
分
は
、
も
う
あ
ん
な
事
故

は
し
な
い
と
心
で
そ
う
思
っ
た
。

次
の
日
は
学
校
だ
っ
た
。
自
分
は
、

は
っ
き
り
言
っ
て
、「
行
き
た
く
な
い
。」

そ
う
思
っ
て
い
た
。
な
ぜ
な
ら
、
友
だ
ち

に
ど
ん
な
目
を
さ
れ
て
、
イ
ジ
メ
に
遭
い

そ
う
だ
か
ら
だ
っ
た
。
で
も
親
に
は
言
え

ず
、
仕
方
な
く
学
校
に
行
く
こ
と
に
し

た
。
家
か
ら
学
校
は
少
し
遠
い
の
で
車
で

行
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

車
に
乗
っ
て
家
を
出
発
。
心
臓
が
ド
キ

ド
キ
ド
キ
ド
キ
ず
っ
と
聞
こ
え
る
ほ
ど
、

緊
張
し
て
い
ま
し
た
。
久
し
ぶ
り
の
学

校
。
階
段
を
の
ぼ
っ
て
教
室
に
入
る
と
、

二
、
三
人
し
か
い
な
か
っ
た
。
少
し
早
く

来
す
ぎ
た
。
で
も
時
間
が
経
つ
に
つ
れ
、

友
だ
ち
が
来
て
「
退
院
お
め
で
と
う
。」
と

言
っ
て
く
れ
た
け
ど
、
少
し
も
う
れ
し
く

な
か
っ
た
。
自
分
が
事
故
っ
て
迷
惑
か
け

た
の
に
、
お
め
で
と
う
と
言
わ
れ
た
。
な

ぜ
か
腹
が
立
っ
た
。
最
初
は
、
ま
だ
少
し

不
自
由
だ
っ
た
が
、
次
の
日
も
次
の
日

も
、
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
が
助
け
て
く
れ
た
。

や
が
て
痛
み
も
消
え
て
包
帯
な
し
で
の
生

活
の
許
可
を
も
ら
い
、
ま
た
学
校
に
行
っ

た
。
気
づ
け
ば
、
い
じ
め
ら
れ
も
し
な

か
っ
た
し
、
い
つ
も
通
り
の
生
活
が
戻
っ

て
き
た
の
だ
。

そ
し
て
冬
に
な
っ
た
。
授
業
は
遅
れ
て

少
し
わ
か
ら
な
い
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
が
、

ク
ラ
ス
メ
イ
ト
が
教
え
て
く
れ
、
授
業
も

は
か
ど
っ
て
い
る
。

そ
ん
な
あ
る
日
。
ま
た
車
で
学
校
に
行

く
時
、
住
宅
が
多
い
場
所
を
車
は
走
っ
て

い
た
。
す
る
と
、
横
か
ら
、
犬
を
連
れ
た

お
じ
い
さ
ん
が
や
っ
て
来
て
、
親
は
ブ

川﨑悠太郎さん

レ
ー
キ
を
踏
ん
だ
。
地
面
は
凍
結
し
、
タ

イ
ヤ
が
滑
っ
て
「
ガ
シ
ャ
ン
。」
と
、
音
が

聞
こ
え
た
。
怪
我
し
た
人
は
い
な
か
っ
た

が
、
車
の
サ
イ
ド
ミ
ラ
ー
が
片
方
無
く

な
っ
て
い
た
。
と
て
も
何
が
何
だ
か
わ
か

ら
な
か
っ
た
。
ま
さ
に
一
瞬
の
出
来
事

だ
っ
た
。
次
の
日
、
代
車
で
学
校
に
行
き

一
日
が
過
ぎ
、
ま
た
学
校
に
行
く
。
そ
の

中
で
自
分
は
こ
う
思
っ
た
「
運
転
し
て
い

る
人
は
と
て
も
怖
い
ん
だ
ろ
う
な
。」
と
、

思
い
ま
し
た
。

事
故
に
遭
っ
た
日
以
来
、
ず
っ
と
歩
道

を
し
っ
か
り
歩
い
て
い
ま
す
。
事
故
の
な

い
よ
う
に
。
み
な
さ
ん
も
な
る
べ
く
歩
道

を
歩
き
、
事
故
の
な
い
町
な
ど
に
し
て
い

き
た
い
で
す
。 交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共交通災害共済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済

加入しましょう！

１人500円で見舞金最大80万円

・自転車の事故も対象になります。

・世帯主がえりも町に在住していれば、

学生は町内に居住していなくても加

入できます。
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青
少
年
健
全
育
成
会
主
催
に
よ
る

「
さ
っ
ぽ
ろ
施
設
見
学
＆
体
験
ツ

ア
ー
」
が
三
月
二
十
八
日
か
ら
の
二

日
間
行
わ
れ
、
小
学
五
、
六
年
生
二

十
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、
札
幌
市
民
防
災

セ
ン
タ
ー
で
消
火
訓
練
や
災
害
避
難

の
体
験
を
す
る
ほ
か
、
札
幌
ド
ー
ム

や
白
い
恋
人
パ
ー
ク
の
工
場
見
学
を

し
ま
し
た
。

白
い
恋
人
パ
ー
ク
で

nnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnneeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeewwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwnewsssssssssssssssssssssssssssssssssssssssssssttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttoooooooooooooooooooooooooooooooooooooooooowwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwtownnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnn
トトピックトピックスス

て
お
り
、
ご
家
族
の
話
に
よ
る
と
、

よ
く
食
べ
て
、
と
て
も
お
元
気
だ
と

い
う
こ
と
で
す
。

翌
二
十
六
日
に
は
、
田
中
さ
ん
の

「
百
歳
慶
賀
」
が
ア
ポ
イ
山
荘
で
開

か
れ
、
親
族
や
知
人
と
共
に
百
歳
を

祝
い
ま
し
た
。
藤
井
さ
ん
と
同
じ
く

岩
本
町
長
と
大
高
会
長
か
ら
金
杯
な

ど
が
手
渡
さ
れ
、
七
十
歳
か
ら
始
め

た
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
仲
間
か
ら
は
、

昨
年
十
一
月
開
催
の
百
歳
記
念
大
会

の
プ
レ
ー
写
真
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

ひ
孫
ら
に
よ
る
花
束
贈
呈
の
後
に

は
、
誕
生
ケ
ー
キ
が
用
意
さ
れ
、
田

中
さ
ん
は
ハ
ッ
ピ
ー
バ
ー
ス
デ
イ
が

歌
わ
れ
る
中
、「
１
０
０
」
の
形
を
し

た
ロ
ウ
ソ
ク
の
火
を
勢
い
よ
く
、
吹

き
消
し
ま
し
た
。

笛
舞
在
住
の
藤
井
ち
よ
さ
ん
と
庶

野
在
住
の
田
中
正
雄
さ
ん
が
、
こ
の

ほ
ど
百
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
、

ご
家
族
と
共
に
長
寿
を
祝
い
ま
し
た
。

三
月
二
十
五
日
、
こ
の
日
が
誕
生

日
の
藤
井
さ
ん
は
、
娘
さ
ん
と
一
緒

に
誕
生
日
を
迎
え
ま
し
た
。
駆
け
つ

け
た
岩
本
町
長
と
社
会
福
祉
協
議
会

の
大
高
会
長
か
ら
金
杯
、
祝
い
盾
、

記
念
品
を
そ
れ
ぞ
れ
手
渡
さ
れ
る

と
、「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と

丁
寧
に
受
け
取
り
ま
し
た
。
現
在
は

新
ひ
だ
か
町
の
介
護
施
設
に
入
所
し

百
歳
の
誕
生
日
を
祝
う

ご家族と共に100歳を祝った藤井さん

札
幌
で
貴
重
な
体
験

施
設
見
学
＆
体
験
ツ
ア
ー

は
、
コ
ン
サ
ド
ー
レ
の
選
手
か
ら

サ
イ
ン
を
も
ら
う
こ
と
が
で
き
、

い
い
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。

親族らから祝い品を受け取る田中さん

四
月
六
日
、
え
り
も
小
学
校
の
生
徒

玄
関
前
で
、
町
商
工
会
女
性
部
（
川
村

節
子
部
長
）
手
作
り
の
黄
色
の
毛
糸
で

編
ん
だ
鈴
型
の
お
守
り
が
、
元
気
に
登

校
し
て
く
る
新
入
学
児
童
三
十
一
人
の

一
人
一
人
の
ラ
ン
ド
セ
ル
に
付
け
ら
れ

ま
し
た
。

お
守
り
に
は
「
と
ま
っ
て
よ
く
み
て

み
ぎ
ひ
だ
り
」
や
、「
こ
う
つ
う
ル
ー
ル

を
ま
も
っ
て
ね
」
な
ど
、
交
通
安
全
に

ち
な
ん
だ
言
葉
が
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。

川
村
部
長
は
、「
児
童
が
安
全
に
登

校
で
き
る
よ
う
に
、
願
い
を
込
め
て
作

り
ま
し
た
。
交
通
事
故
に
気
を
付
け
て

く
だ
さ
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。 札幌市民防災センターで消火訓練

を体験。

交
通
安
全
を
願
い
な
が
ら

え
り
も
小
学
校
入
学
式
で

鈴型のお守りをつけてもらう新入生

田
中
正
雄
さ
ん

藤
井
ち
よ
さ
ん
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癌

贋

岩

雁

眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼

眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼

翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫

翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫

会 場時 間実施日行 事

保健センタ－（個別通知）８：５0～１０：５010日峨乳児健診

保健センタ－（要予約）13：30～14：3011日我、25日我日赤巡回診療

保健センタ－（要予約）13：30～15：001３日画離乳食教室

町立診療所（要予約）15：30～16：00

17日峨

麻しん風しん混合予防接種

保健センタ－13：30～１３：５0三種混合防接種

保健センタ－１３：５0～14：００ＢＣＧ予防接種

保健センタ－14：００～14：２０ポリオ予防接種

保健センタ－13：30～16：0020日画献血

庶野診療所（要予約）14：00～16：0026日牙二種混合予防接種

保健センタ－（個別通知）8：45～17：0030日俄春の歯科健診

５月の保健メモ （連絡先 役場保健福祉課 保健予防係 緯2-4630）

栄
養
士
で
す

こ
ん
に
ち
は

糖
尿
病
を
予
防
し
よ
う
！
②

イ
ン
ス
リ
ン
は
膵
臓
か
ら
分
泌

す
い
ぞ
う

さ
れ
る
ホ
ル
モ
ン
で
、
食
べ
物
や

飲
み
物
を
消
化
・
分
解
し
て
作
ら

れ
た
ブ
ド
ウ
糖
を
細
胞
内
に
取
り

込
み
、
血
糖
値
を
調
整
す
る
働
き

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
働
き
が
悪
く

な
る
と
、
ブ
ド
ウ
糖
が
細
胞
内
に

イ
ン
ス
リ
ン
は
血
糖
値
の
調
整
役

●浦河日赤病院（緯0146-22―5111）
麻しん風しん混合予防接種
①小児科外来申し込み……１期（１～２歳）・２期
（小学校入学前１年間の小児）・３期（中学１年
生の年齢に相当する者）

②医事課申し込み……４期（高校３年生の年齢に
相当する者）

●庶野診療所（緯4―2219）
三種混合・ＢＣＧ・麻しん風しん混合予防接種
①実施日……毎週月・木曜日 14：00～16：00

※要予約

●町立診療所
麻しん風しん混合・二種混合予防接種
接種日前週の金曜日までに保健福祉課保健
予防係（緯2-4630）へ予約が必要です。

ヒブ、肺炎球菌ワクチンは、開始が決まり次
第、受け方・問診票などを対象となる家庭へ個
別通知します。

上顎前歯の生えている１歳未満のお子
じょうがくぜんし

さんも春の歯科健診を受けることができ
ます。
希望する方は保健
予防係まで連絡して
ください。

春の歯科健診

取
り
込
ま
れ
ず
、
血
液
中
に
あ
ふ

れ
て
血
糖
値
が
高
く
な
り
ま
す
。

健
診
結
果
で
血
糖
が
高
め
の
方

の
傾
向
と
し
て
は
、
食
べ
過
ぎ
に

よ
る
肥
満
、
野
菜
不
足
、
寝
る
前

の
間
食
が
日
常
化
し
て
い
る
な
ど

高
血
糖
に
な
る
要
因
が
見
受
け
ら

れ
ま
す
。
食
べ
方
で
お
困
り
の

方
・
心
配
な
方
は
栄
養
士
が
食
の

サ
ポ
ー
ト
を
し
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆早食い：満腹感を感じずに食べ過ぎる
◆欠 食：空腹時間が長くなり、次の食事を食べ

過ぎる
◆果物、お菓子、甘い飲み物をとりすぎる、また
は回数が多い

共通して言えるのは食べ過ぎてしまうことで
す。体の中は高血糖状態が続き、インスリンがい
つも以上にたくさん分泌されてしまいます。

①決まった時間にゆっくり食べる

→ゆっくりよく噛み時間をかける事で、食べ過
か

ぎ防止につながります。

②食物繊維を毎回食べる
→毎食することで、体内の糖質がゆっくり吸収
されて血糖値が高くなることを抑制します。

③甘いお菓子やジュースをとり過ぎない
→お菓子、甘い飲み物、果物には果糖やショ糖
が多く含まれています。吸収速度も速いので空
腹時や寝る前の摂取は止めましょう。
※糖尿病で治療されている方は主治医の指示を受けま
しょう。

革

インスリンがムダ使いされる食べ方

血糖値を上げにくい効果的な食べ方
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図
書
室
だ
よ
り

生
死
を
分
け
る
、

日
頃
の
備
え

防
災

情
報
版 ⑦

■
北
海
道
ル
ー
ル

都
会
生
活
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

■

代
を
後
悔
し
な
い

の
リ
ス
ト

40

50

大
塚

寿

■
砂
漠
と
鼠
と
あ
ん
か
け
蕎
麦

五
味
太
郎
・
山
折
哲
雄

■
老
い
の
レ
ッ
ス
ン
２

こ
れ
が
私
の

生
き
る
道

曽
野

綾
子
ほ
か

■
図
説
戦
国
女
性
と
暮
ら
し

歴
史
群
像
編
集
部

《

一

般

書

》

■
検
定
ク
イ
ズ
１
０
０

都
道
府
県
上

級

検
定
ク
イ
ズ
研
究
会

■
検
定
ク
イ
ズ
１
０
０

算
数
パ
ズ
ル

検
定
ク
イ
ズ
研
究
会

■
齋
藤
孝
の
イ
ッ
キ
に
よ
め
る
！
世
界

の
偉
人
伝

齋
藤

孝

■
は
た
ら
く
の
り
も
の

こ
れ
な
あ
に
？

小
賀
野

実

■
う
さ
こ
ち
ゃ
ん
の
ゆ
め

デ
ィ
ッ
ク
･
ブ
ル
ー
ナ

■
パ
ン
ツ
の
は
き
か
た

岸
田

今
日
子

え
り
も
町
の
皆
様
、
今
月
号
か
ら
防
災

情
報
版
に
北
海
道
大
学
大
学
院
理
学
研
究

院
附
属
地
震
火
山
研
究
観
測
セ
ン
タ
ー
の

教
員
が
地
震
・
津
波
防
災
に
関
す
る
コ
ラ

ム
を
掲
載
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
え
り
も

町
と
北
海
道
大
学
大
学
院
理
学
研
究
院

は
、
三
月
一
日
に
地
震
・
津
波
の
防
災
教

育
や
地
域
振
興
を
共
同
し
て
推
進
す
る
た

め
の
協
定
書
を
結
び
ま
し
た
。
そ
の
後
ま

も
な
く
、
三
月
十
一
日
に
三
陸
沖
で
東
北

地
方
太
平
洋
沖
巨
大
地
震
が
発
生
し
、
そ

の
巨
大
地
震
は
大
津
波
を
伴
い
、
三
陸
沿

岸
は
未
曾
有
の
大
災
害
を
被
り
ま
し
た
。

こ
の
津
波
に
よ
る
死
者
は
一
万
三
千
人
を

超
え
、
今
な
お
一
万
四
千
人
以
上
の
方
々

が
行
方
不
明
に
な
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

え
り
も
町
に
も
こ
の
大
津
波
が
押
し
寄
せ

建
物
被
害
・
船
舶
や
車
の
被
害
を
含
め

様
々
な
災
害
を
被
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
漁

業
関
連
施
設
が
被
害
を
被
っ
た
こ
と
で
漁

業
に
対
す
る
経
済
的
被
害
が
長
期
に
わ

た
っ
て
続
く
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま

す
。
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
々
が
一
刻
も
早

く
平
常
の
生
活
に
戻
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
願
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
様
な
状
況
の

中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
東
北
地
方
を
襲
っ

た
よ
う
な
巨
大
地
震
・
巨
大
津
波
に
対
す

る
備
え
を
今
一
度
見
直
す
こ
と
も
重
要
に

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

今
回
は
ま
ず
津
波
の
災
害
を
軽
減
す
る

上
で
皆
様
に
津
波
の
基
本
的
な
特
徴
を
理

解
し
て
い
た
だ
こ
う
と
思
い
ま
す
。
今
回

の
津
波
は
大
地
震
発
生
後
約
一
時
間
で
え

り
も
町
に
到
達
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
大
き
な
津
波
が
一
日
以
上
も
継
続
し

ま
し
た
。
今
回
の
よ
う
に
地
震
が
少
し
離

れ
た
場
所
で
発
生
し
た
場
合
、
そ
こ
で
発

生
し
た
津
波
が
到
達
す
る
に
は
少
し
時
間

が
か
か
り
ま
す
。
ま
た
そ
の
津
波
は
、
最

初
に
到
達
す
る
津
波
よ
り
も
、
後
で
到
達

す
る
津
波
の
方
が
大
き
く
な
る
場
合
が
ほ

と
ん
ど
で
す
。
津
波
警
報
が
発
令
さ
れ
た

場
合
す
ぐ
に
避
難
所
に
避
難
し
ま
す
が
、

津
波
警
報
が
解
除
さ
れ
る
ま
で
は
時
間
が

か
か
る
こ
と
を
理
解
く
だ
さ
い
。
津
波
が

数
時
間
で
収
ま
る
こ
と
は
無
い
と
思
っ
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
船
の
沖
だ
し
も
可
能

で
す
。
し
か
し
そ
の
場
合
も
長
時
間
沖
に

停
泊
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
次
に
巨
大

地
震
が
北
海
道
の
太
平
洋
沖
で
発
生
し
た

場
合
、
そ
の
地
震
に
よ
る
津
波
は
十
分
‐

二
十
分
程
度
で
え
り
も
町
に
到
達
す
る
と

思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
場
合
は
巨
大
地
震
に

よ
る
大
き
な
揺
れ
が
収
ま
る
の
を
待
っ

て
、
す
ぐ
に
高
台
に
避
難
し
て
く
だ
さ

い
。
避
難
所
も
出
来
る
限
り
高
い
場
所
に

避
難
し
て
く
だ
さ
い
。
夜
間
に
地
震
が
発

生
し
た
場
合
、
停
電
に
な
る
可
能
性
が
高

く
、
時
間
的
余
裕
も
あ
り
ま
せ
ん
、
そ
の

た
め
日
頃
の
防
災
訓
練
・
防
災
教
育
さ
ら

に
家
庭
で
の
備
え
が
生
死
を
分
け
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。
そ
の
時
に
備
え
て
今
日
か

ら
準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。

北海道大学大学院理学研究院附
属地震火山研究観測センター・
センター長／文部科学省地震調
査推進本部地震調査委員会委員
／国土地理院地震予知連絡会委
員／北海道防災会議地震専門委
員会委員

《

児
童
書

》

谷岡
たにおか

勇市郎さん
ゆういちろう

筆者紹介

《

今
月
の
お
す
す
め
本

》

■
松
下
幸
之
助
成
功
の
金
言
3
6
5

松
下
幸
之
助
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おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知ららららららららららららららららららららららららお知らせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ
姶 逢娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃

無
料
特
設
人
権
・
困
り
ご
と
相
談
所

越後春斗くん
え ち ごは る と

（知之・美保）
Ｈ22.5.12生(本町)

お兄ちゃんたちに鍛
えられて、たくまし
く育っています。

小山内航生くん
お さ な いこうせい

（裕二・亜澄美）
Ｈ22.5.16生(庶野)

いつもお兄ちゃんの
あとを追いかけて
まーす。

川村羽澄ちゃん
かわむらは す み

（伸也・ちはる）
Ｈ22.5.19生(新浜)

お兄 ち ゃん、お姉
ちゃんと毎日元気一
杯遊んでいます。

伊藤 紬ちゃん
い と う つむぎ

（大樹・里奈）
Ｈ22.5.12生(大和)

小学生のお姉ちゃん
とお兄ちゃんにベッ
タリの甘えん坊です。

あつまれ！一歳児

すくのび
「すくのび」は、「すくす
くのびのび育って」の願い
を込めたタイトルです。

弁
護
士
相
談
セ
ン
タ
ー
で
は
、
次
の
と

お
り
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
相
談

に
は
予
約
が
必
要
で
す
。

▼
浦
河
相
談
所

五
月
九
日

十
三
時
～
十
六
時

▼
静
内
相
談
所

五
月
十
一
・
十
六
・
十
八
・
二
十
三
・
二

十
五
・
三
十
日
、
六
月
一
・
六
日

十
三
時
三
十
分
～
十
六
時
三
十
分

■
予
約
受
付

●

弁
護
士
相
談

人
権
擁
護
委
員
は
、
い
つ
で
も
地
域
住

民
か
ら
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
相
談

内
容
に
つ
い
て
の
秘
密
は
守
ら
れ
、
相
談

は
無
料
で
む
ず
か
し
い
手
続
き
も
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。

応
じ
て
い
る
人
権
相
談
の
内
容
は
、
離

婚
相
談
な
ど
の
家
庭
内
の
問
題
や
、
子
ど

も
や
高
齢
者
の
問
題
、
隣
近
所
の
も
め
ご

と
な
ど
、
と
て
も
幅
広
い
内
容
と
な
っ
て

い
ま
す
。

相
談
場
所
は
、
札
幌
法
務
局
日
高
支
局

（
新
ひ
だ
か
町
緯
〇
一
四
六
―
四
二
―
〇

四
一
五
）
で
常
時
開
設
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
六
月
一
日
の
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

に
合
わ
せ
て
、「
無
料

特
設
人
権
・
困
り

ご
と
相
談
所
」
を
開
設
し
ま
す
。

●
日
時

六
月
一
日

十
時
～
十
五
時

●
場
所

保
健
セ
ン
タ
ー

五
月
二
日
か
ら
、
町
内
の
各
郵
便
局

で
、
え
り
も
町
指
定
ご
み
袋
な
ど
の
取
扱

い
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
取
扱

郵
便
局
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
取
扱
郵
便
局

え
り
も
郵
便
局
、
え
り
も
岬
郵
便
局
、

庶
野
郵
便
局
、
日
高
目
黒
郵
便
局

●
お
問
い
合
わ
せ
先

町
民
生
活
課
清
掃
係

（
緯
二
―
四
六
二
一
）

ご
み
袋
が
郵
便
局
で
購
入
で
き
ま
す

水
質
検
査
結
果
公
開
中

建
設
水
道
課
で
は
、
水
質
検
査
計
画
と

水
質
検
査
結
果
を
、
同
課
窓
口
で
公
開
し

て
い
ま
す
。
詳
し
い
内
容
に
つ
き
ま
し
て

は
、
建
設
水
道
課

（
緯
二
―
二
一
一
五
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

山
菜
採
り
の
心
構
え

慣
れ
た
山
で
も
、
山
菜
採
り
に
無
我
夢

中
に
な
る
と
、
隠
れ
た
危
険
が
あ
り
ま

す
。
次
の
こ
と
に
心
掛

け
て
山
菜
採
り
を
楽
し

ん
で
く
だ
さ
い
。

猿
家
族
な
ど
に
行
き
先

と
帰
宅
時
間
を
知
ら

せ
ま
し
ょ
う
。

猿
服
装
は
、
白
や
黄
色
、
蛍
光
色
な
ど
目

立
つ
色
に
し
ま
し
ょ
う
。

猿
携
帯
電
話
や
非
常
食
、
熊
よ
け
の
た
め

の
鈴
や
ラ
ジ
オ
な
ど
を
携
行
し
ま
し
ょ

う
。

猿
単
独
で
山
に
入
る
こ
と
は
避
け
、
二
人

以
上
で
声
を
掛
け
合
い
、
位
置
を
確
認

し
ま
し
ょ
う
。

猿
迷
っ
た
と
き
に
は
無
理
を
せ
ず
、
落
ち

着
い
て
行
動
し
ま
し
ょ
う
。

宇
ヒ
グ
マ
に
注
意

山
に
入
る
前
に
、
地
元
の
人
に
聞
く
な

ど
、
熊
の
出
没
情
報
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、「
熊
の
出
没
注
意
」
の
看
板
が

あ
る
場
所
に
は
、
入
ら
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

も
し
、
ヒ
グ
マ
の
足
跡
や
糞
を
見
た
と

き
に
は
、
す
ぐ
引
き
返
し
ま
し
ょ
う
。
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樺
ご
厚
志
に
感
謝
し
ま
す

焔
北
館
政
治
さ
ん
（
歌
別
）

歌
別
第
二
自
治
会
へ

三
万
円

焔
中
澤
輝
喜
さ
ん
（
東
洋
）

東
洋
第
一
自
治
会
へ

五
万
円

焔
池
原
典
子
さ
ん
（
庶
野
）

東
庶
野
自
治
会
へ

十
万
円

焔
加
藤
俊
宏
さ
ん
（
大
和
）

西
え
り
も
連
合
自
治
会
へ

五
万
円

月
～
金
曜
日

十
時
～
十
六
時

緯
〇
一
四
六
―
四
二
―
八
三
七
三

高橋悠飛くん
たかはしは る と

（勇太・聡子）
Ｈ22.5.24生(笛舞)

音楽と踊りが大好き
です。パパと一緒に
入るお風呂も大好き。

真田麻綾ちゃん
さ な だま あ や

（祐介・麻衣子）
Ｈ22.5.31生(本町)

トマトが大好きなおば
あちゃんこ。今日も元
気に泣いています。

板垣澪世くん
いたがきれ い せ

（照輝・良美）
Ｈ22.5.21生(本町)

お兄ちゃんとお姉
ちゃんたちが大スキ
な甘えん坊さんです。

西
え
り
も
連
合
自
治
会
婦
人
部
へ二

万
円

焔
え
り
も
カ
ラ
オ
ケ
同
好
会

え
り
も
福
祉
会
へ

三
万
円

焔
山
岸
純
市
さ
ん
（
歌
別
）

歌
別
老
人
ク
ラ
ブ
へ

十
万
円

★
社
協
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
へ

山
岸
千
秋
さ
ん
（
札
幌
市
）

山
岸
英
人
さ
ん
（
三
重
県
）

山
岸
豊
人
さ
ん
（
東
京
都
）

山
岸
早
人
さ
ん
（
大
阪
府
）

山
岸
勝
武
さ
ん
（
神
奈
川
県
）

三
浦
ゆ
り
み
さ
ん
（
え
り
も
町
）

以
上
連
名
で
十
万
円

子
育
て
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

【小学生期】

運動の苦手な子ども 5/11～5/17

【中学生期】

飲酒・禁煙をする子ども

5/18～5/24

【親の学習】

素敵で活発な子どもに育てる

5/25～5/31

【幼 児 期】

ことばの能力をのばす 6/1～6/7

ひ
と
言
が
温
も
り
と
な
り
春
の
暮

ぬ
く

く
れ

春
泥
や
体
い
っ
ぱ
い
遊
び
お
り

し
ゅ
ん
で
い

凍
る
朝
船
音
高
く
出
港
す

い
て寝

袋
に
潜
り
て
見
上
ぐ
冬
銀
河

春
遠
し
指
に
冷
た
き
湯
呑
み
か
な

ゆ

の

遠
き
日
の
古
郷
が
あ
り
お
で
ん
酒

ふ
る
さ
と

（
え
り
も
吟
社
）

石
森
美
恵
子

蛯
名

渚

曽
田
つ
ゆ
子

手
塚

澄
子

木
村

武
舟

長
岡

青
風

怪 悔回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

怪 悔回回回回回回回回回回回回回回回回回回回 怪
悔

回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回

怪
悔

回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回

焔
阿
寒
共
立
土
建
㈱（
釧
路
市
）三

十
万
円

焔
中
央
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
㈱

（
中
標
津
町
）

二
百
万
円

焔
小
林
康
夫
さ
ん（
札
幌
市
）

十
万
円

焔
浦
井
康
男
さ
ん
、
浦
井
登
志
子
さ
ん

（
当
別
町
）

三
万
円

中
澤
輝
喜
さ
ん
（
東
洋
）

三
万
円

震
災
見
舞
金
と
し
て
、
次
の
方
々
か

ら
ご
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
場

を
借
り
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

高齢者スポーツ大会

開催日 5月30日開催日 5月30日10時～10時～
場 所 町民体育場 所 町民体育館館
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怪
悔

回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回

風
の
館
町
民
無
料
開
放
（
風

の
館
／
9
時
～

時
）

17

海
の
幸
直
売
会

し
ょ
や
～

de

（
庶
野
さ
く
ら
公
園
／

時
10

～
）

８
日日

14
日
15

日
21

日
23

日
26

日
29

日
30

５月の行事

消
防
訓
練
大
会
（
ス
ポ
ー
ツ

公
園
／
9
時
～
）

札
幌
え
り
も
会
総
会
（
札
幌

市
）

軟
式
野
球
（
中
学
校
）
日
高

地
区
予
選
大
会
（
ス
ポ
ー
ツ

公
園
町
営
野
球
場
／
9
時
～

時
）

17自
治
会
長
会
議
（
役
場
集
団

指
導
室
／

時
～
）

15

運
転
免
許
証
更
新
時
講
習

（
福
祉
セ
ン
タ
ー
／
優
良
13

時
～

時

分
・
違
反

時

13

30

１４

～

時
）

16
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ

え
り
も

in

岬
（
風
の
館
／

時
～
）

13

高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
（
町

民
体
育
館
／

時
～

時
）

10

12

６人

近 浦

笛 舞

大 和

本 町

新 浜

歌 別

東 洋

えりも岬

庶 野

目 黒

合 計

（男 2,６８８人 女 2,7３１人）

（平成2３年3月３１日現在）

18１人

２９８人

1,0７４人

932人

6６３人

379人

41２人

5６９人

7３７人

17４人

5,4１９人

67世帯

1１９世帯

458世帯

4０８世帯

29０世帯

14２世帯

13３世帯

2０９世帯

2７４世帯

76世帯

2,1７６世帯

転入 転出１５人 ６４人

出生 死亡３人 ６人

月 の 税の う ご き

日
高
管
内
の
各
町
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
に
特
色
の
あ
る
桜

の
名
勝
が
数
多
く
存
在
し
ま

す
。そ

こ
で
、
管
内
を
代
表
す

る
桜
の
名
勝
を
「
ひ
だ
か
桜

十
景
」
と
し
て
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
上
で
取
り
上
げ
、
桜

の
開
花
時
期
に
併
せ
、
管
内

一
体
と
な
っ
て
Ｐ
Ｒ
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
庶

野
さ
く
ら
公
園
の
桜
開
花
情

報
も
随
時
ア
ッ
プ
す
る
予
定

で
す
。

検索ひだか桜十景

「
日
高
の
桜
」

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
Ｐ
Ｒ

◆固定資産税 第１期

（納期限 平成２３年5月３1日）

◆軽自動車税 全期

（納期限 平成23年5月31日）

６ 月 の 税税 の 納 期

中央保育所入所式（4月4日）

昨年の海の幸直売会

自動車税の納期限は5月31日

こ
の
た
び
の
東
日
本
大
震
災
の
津
波
に
よ
り
、

軽
自
動
車
な
ど
（
オ
ー
ト
バ
イ
・
原
動
機
付
き
自

転
車
・
小
型
特
殊
自
動
車
を
含
む
）
を
流
出
ま
た

は
全
損
さ
れ
た
方
は
、
役
場
税
務
課
課
税
係
（
緯

二
―
四
六
二
〇
）
ま
で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

自動車税は、毎年4月1日現在の自動車
の所有者に納めていただく道税です。忘れ
ずに納期内に納めましょう。
納税通知書は。5月６日に全道一斉に発

送されます。もし、納税通知書がお手元に

届かない場合は、胆振総合振興局（緯0143
－24－9584）へご連絡ください。
災害により被害に遭われた方について

は、被害の状況に応じて、税を減免したり、
納税を猶予するなどの措置を講じていま
す。対象となる方は、総合振興局、振興局
又は道税事務所へご相談ください。


